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ト
ラ
ン
プ
は
単
な
る
道
化
師
か

　

今
ほ
ど
、
良
識
派
の
見
識
が
問
わ
れ
る

時
代
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
発
言
や
振
る
舞
い

に
世
界
が
眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
一
方
、
世

界
は
確
実
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

米
軍
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ロ

大
統
領
の
身
柄
拘
束
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

取
得
の
た
め
の
過
激
な
言
動
に
つ
い
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
良
識
派
は
批
判
を
強
め
て

い
る
。
だ
が
、
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
著
名
な
歴
史
学
者
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ

ラ
ン
コ
パ
ン
教
授
は
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

世
界
の
混
乱
の
原
因
で
は
な
く
、
兆
候
と

し
て
捉
え
る
べ
き
」
と
主
張
す
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
研
究
で
知
ら
れ
る

同
氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
（
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
の
移
行
）
を
歴
史
的

視
点
か
ら
分
析
し
、
最
古
の
人
類
と
自
然

と
の
関
係
か
ら
今
日
の
世
界
の
激
変
を
読

み
解
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
体
、
世
界
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

を
明
確
に
説
明
で
き
る
識
者
が
い
な
い
中
、

フ
ラ
ン
コ
パ
ン
氏
の
歴
史
的
分
析
は
興
味

深
い
。
彼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
盲
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
の
一
般
的
分
析
は
１
９
９
０
年

代
に
遡
り
、
戦
略
的
思
考
は
不
十
分
で
あ

り
、
特
に
イ
ン
ド
と
ト
ル
コ
に
も
っ
と
注

意
を
払
う
べ
き
と
主
張
す
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
日
本
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
よ
う
に
世
界
最
強

の
国
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
間
は
、
そ
の
立

場
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
の

風
景
は
わ
れ
わ
れ
と
は
違
う
は
ず
だ
。
だ

か
ら
、
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
氏
は
「
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
世
界
の
混
乱
の
原
因
で
は
な
く
、

兆
候
と
し
て
捉
え
る
べ
き
」と
指
摘
す
る
。

　

実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は

ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
を
見
て
、
明
日
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
国
が
標
的
に
な
る
の
で
は
と

心
配
し
て
い
る
。
米
国
に
容
易
に
飲
み
込

ま
れ
そ
う
な
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
が
、

早
く
も
「
米
国
の
属
国
に
は
な
ら
な
い
」

と
煙
幕
を
張
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
危
機

感
の
強
い
表
れ
と
い
う
し
か
な
い
。

　

フ
ラ
ン
コ
パ
ン
氏
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
は
ロ
シ
ア
の
脅
威
が
取
り
除
か
れ
た

「
１
９
９
０
年
代
の
安
ら
ぎ
」
の
時
代
に

戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
指
摘

す
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
世
界
観

は
異
な
る
。
冷
戦
終
結
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
た
世
界
の
枠
組
み
作
り
は
失
敗
に
終

わ
り
、
想
定
外
の
中
国
が
覇
権
主
義
を
露

わ
に
す
る
時
代
が
到
来
し
た
。

　

中
国
共
産
党
は
、
耳
障
り
の
い
い
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
自
由
貿
易
市
場
主
義
を

悪
用
し
、
為
替
操
作
、
自
国
企
業
へ
の
過

剰
な
政
府
補
助
金
で
競
争
力
を
つ
け
、
日

米
欧
か
ら
技
術
を
盗
み
、
自
国
に
利
益
が

集
中
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
し
ま
っ

た
。
今
は
、
経
済
力
だ
け
で
な
く
、
軍
事

力
で
も
日
本
を
含
む
周
辺
国
に
脅
威
を
与

え
て
い
る
。

　

確
か
に
中
国
の
戦
略
は
、
世
界
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
も
腰
が
引
け
て
い
る
。
し
か

し
、
中
国
が
め
ざ
す
21
世
紀
の
社
会
主
義

に
賛
同
す
る
国
々
は
、
先
進
国
だ
け
で
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
に
と
っ

て
も
政
治
体
制
を
大
き
く
移
行
さ
せ
る
可

能
性
は
、
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
氏
の
見
解
で
は

あ
り
え
な
い
と
見
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
を
滅
亡
の
淵
に
立
た
せ
る
、

間
違
っ
た
方
向
に
向
か
う
流
れ
を
誰
よ
り

も
強
く
感
じ
て
い
る
の
が
ト
ラ
ン
プ
氏
か

も
し
れ
な
い
。フ
ラ
ン
ス
の
極
右
指
導
者
、

マ
リ
オ
ン
＝
マ
レ
シ
ャ
ル
・
ル
ペ
ン
氏
は

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
は
米
国
ほ
ど
中
国
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
支
配
に
対
し
て

トランプ流をどう見るかで
　　激変する世界を
　　　　　正しく読み解く

在仏コラムニスト在仏コラムニスト　　安部 雅延安部 雅延

欧州からニッポンを見る　　　　　 vol.366



25 ●月刊公論　2026. 3

守
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
の
が
問
題
だ
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

実
際
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
重
視
す
る
西

半
球
は
、
敵
対
的
な
中
国
勢
力
に
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
中
国
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
の
貿
易
額
は
、
２
０
０
０
年
に
は

１
２
０
億
ド
ル
だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は

５
０
０
０
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
。
メ
キ

シ
コ
だ
け
で
も
、
中
国
と
の
貿
易
額
は
過

去
５
年
間
で
倍
増
し
て
い
る
。

　

中
国
企
業
は
、
米
国
で
製
品
を
販
売
す

る
た
め
に
裏
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
抗
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
ア
メ

リ
カ
第
一
主
義
」
と
「
西
半
球
重
視
」
と

い
う
政
策
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
力
を
活

用
す
る
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
経
済
モ
デ

ル
を
脅
か
す
者
た
ち
を
阻
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
平
和
ボ
ケ
の
中
道
こ
そ

　
　
　
　
　
　
国
を
亡
ぼ
す

　

筆
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ア
軍
が
本
格

侵
攻
し
た
２
０
２
２
年
３
月
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
経
由
で
パ
リ
に
向
か
っ
て
い
た
。当
時
、

紛
争
を
避
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
れ
込
む
避

難
民
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
経
由
で
、
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
め
ざ
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
目
撃
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
最
大

規
模
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で
の
、
空

港
職
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
筆
者
も
パ
リ

行
き
の
便
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
で
き
ず
、
高

自
由
民
主
党
は
中
道
右
派
で
、
連
立
中
道
政

権
と
い
わ
れ
た
。
日
本
同
様
、
ド
イ
ツ
の
中

道
政
治
は
内
向
き
で
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
危

機
感
も
薄
く
、
ト
ラ
ン
プ
圧
力
に
よ
る
軍
備

増
強
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
最
中
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
空
港
の
組
合
員
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
左
派

よ
り
中
道
政
権
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
。
日

本
同
様
、
平
和
ボ
ケ
し
た
ド
イ
ツ
の
態
度
は

プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
に
軽
蔑
さ
れ
た
。
民
主

主
義
の
弱
点
が
露
呈
し
た
形
だ
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
一
の
経
済
大
国
ド
イ
ツ
が
３
年
連
続

の
ゼ
ロ
成
長
危
機
に
直
面
す
る
経
済
は
、
今

で
も
建
て
直
さ
れ
て
い
な
い
。

　

結
果
、
連
立
政
権
は
財
政
政
策
で
自
由
民

主
党
が
離
脱
し
、
２
０
２
５
年
に
第
１
党
の

中
道
保
守
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟

（
Ｃ
Ｄ
Ｕ・Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
第
３
党
の
中
道
左
派
、

社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
メ

ル
ツ
党
首
を
首
班
と
す
る
連
立
政
権
の
樹
立

で
合
意
し
た
。
メ
ル
ツ
氏
を
同
日
、
２
回
目

の
指
名
選
挙
で
首
相
に
選
出
さ
れ
新
政
権
が

発
足
し
た
。

　

日
本
で
い
う
保
守
と
革
新
は
欧
米
の
右
派

と
左
派
、
保
守
と
左
派
リ
ベ
ラ
ル
に
は
置
き

換
え
ら
れ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
フ

ラ
ン
ス
の
保
守
は
英
国
の
左
派
・
労
働
党
よ

り
左
寄
り
と
言
わ
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

急
進
左
派
政
党
・
不
服
従
の
フ
ラ
ン
ス
は
、

社
会
党
よ
り
社
会
主
義
的
で
、
反
政
府
運
動

の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
米

国
の
軍
事
力
に
大
き
く
依
存
し
な
が
ら
、
福

祉
国
家
を
構
築
し
て
い
る
偽
善
を
批
判
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
米
国
に
安
全
保
障
を
依

存
し
な
が
ら
、
防
衛
費
増
額
に
抵
抗
す
る
ス

ペ
イ
ン
左
派
政
権
な
ど
は
、
今
後
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
関
税
標
的
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
で
最
も
信
頼
で
き
る
米
国

の
同
盟
国
だ
が
、
中
道
勢
力
が
伸
び
て
左
傾

化
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
危
機
を
招
く
可
能
性

は
高
ま
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
中
国
に
媚
び
へ
つ

ら
え
ば
、
世
界
を
見
誤
る
可
能
性
は
高
い
。

わ
れ
わ
れ
は
真
の
世
界
的
な
転
換
期
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る
。
今
後
は
世
界
最
大
の

人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
や
、
世
界
第
３
位
の

外
交
団
を
擁
す
る
ト
ル
コ
の
よ
う
な
国
と
の

関
係
を
重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

イ
ン
ド
も
ト
ル
コ
も
日
本
と
の
歴
史
的
親

和
性
が
あ
る
。
ト
ル
コ
は
中
央
ア
ジ
ア
、
東

ア
フ
リ
カ
、
あ
る
い
は
中
東
で
外
交
力
を
発

揮
し
て
い
る
。
米
欧
以
外
の
70
億
の
人
々
に

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
真

の
理
解
の
欠
如
を
自
覚
す
べ
き
だ
ろ
う
。
深

刻
な
世
界
の
変
化
に
ト
ラ
ン
プ
氏
と
共
に
向

き
合
う
時
と
言
え
そ
う
だ
。

速
列
車
に
乗
る
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
強
く
感
じ
た
こ
と
は
隣

国
で
戦
争
が
勃
発
し
、
避
難
民
が

押
し
寄
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
ド
イ
ツ
で
は
組
合
主
導
の
内

向
き
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
て

い
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
は
当
時
、
メ
ル
ケ
ル
政
権

の
退
陣
後
、
社
会
党
の
シ
ョ
ル
ツ
氏

が
、
緑
の
党
、
自
由
民
主
党
の
連
立

政
権
発
足
３
カ
月
目
だ
っ
た
。
社
会

党
は
中
道
左
派
、
議
席
数
の
少
な
い


